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橋完成を受けて増加傾向となり、1998 年から 2002 年
までの平均人数は 13.5 万人にまで達したが、その後、






2001 年のピーク時における 6.7 万人（46.5％）から
2014年から４年間の平均人数である2.3万人（29.1％）
まで減少している。また、本分科会によるアンケート
調査に協力した 44 ケ寺のうち、36 ケ寺（81.8％）は
団体バスが大幅に減少していると回答している。 











法（明治 30 年 6 月 10 日法律第 49 号）や国宝保存法

















































































全　　体 国指定可能区域 指定区域 指定予定区域
　徳島県　史跡「阿波遍路道」
遍　路　道 288.7 km 73.4 km 15.93 km 57.47 km
札 所 寺 院 24 ヶ寺 14 ヶ寺 4 ヶ寺 10 ヶ寺
　香川県　史跡「讃岐遍路道」
遍　路　道 193.5 km 25.3 km 3.1 km 22.2 km
札 所 寺 院 22 ヶ寺 22 ヶ寺 1 ヶ寺 21 ヶ寺
　高知県　史跡「土佐遍路道」
遍　路　道 429.6 km 27.8 km 1.6 km 26.2 km
札 所 寺 院 16 ヶ寺 10 ヶ寺 0 ヶ寺 10 ヶ寺
　愛媛県　史跡「伊予遍路道」
遍　路　道 573.5 km 88.9 km 8.72 km 80.18 km
札 所 寺 院 26 ヶ寺 26 ヶ寺 3 ヶ寺 23 ヶ寺
　愛媛県　その他
史跡「八幡浜街道」 1.603 km 1.603 km 1.603 km -
名勝「星ヶ森」 1ヶ所 1ヶ所 1ヶ所 -
















































































































































技 術 的 課 題
オ）情報通信技術等を活用した整備















財 源 不 足
交流人口等から公的資金に依存
しない自主財源（寄付等）の確保
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(３) アンケート調査の結果 




































































































































































































































































































（ ピアソンの積率相関分析 ） 新規顧客 リピーター
居住地からの距離 相関なし
相関あり
（ r = - 0.51 , p < 0.01 ）
居住地の地方別人口
相関あり
（ r = 0.79 , p < 0.05 ）
相関なし








（ 全て p < 0.01 , Cramer V= 0.20 ～ 0.21 ）
（ クロス集計及びフィッシャーの正確確率検定 ） 分 析 結 果
観光情報（55.5％） 年齢（40代以下）との関連性あり（ p < 0.05 ）
寺院における仏教体験の情報（7.5％） 年齢（40代以下）との関連性あり（ p < 0.05 ）
（ クロス集計及びフィッシャーの正確確率検定 ） 分 析 結 果
「 新規顧客数 」及び「 リピーター数 」などの属性項目 関連性なし
寺院の文化的価値を理解できた（ 85.5 ％が肯定的 ） 関連性あり（ p < 0.05 ）
四国遍路以外の文化遺産も知りたいと思った（ 76.3 ％が肯定的 ） 関連性あり（ p < 0.05 ）
古道を散策するツアーに参加してみたい（ 60.7 ％が肯定的 ） 関連性あり（ p < 0.01 ）
- 9 - 








































































（ クロス集計及びフィッシャーの正確確率検定 ） 寺 院 遍路道
年齢、居住地、遍路回数などの属性項目 関連性なし 関連性なし
寺院の文化的価値を理解できた（ 85.5 ％が肯定 ）
関連性あり
（ p < 0.05 ）
関連性あり
（ p < 0.01 ）
古道に魅力を感じた（ 87.9 ％が肯定 ）
関連性あり
（ p < 0.05 ）
関連性あり
（ p < 0.01 ）
道標等により迷うことなく巡礼できた（ 70.5 ％が肯定 ）
関連性あり
（ p < 0.05 ）
関連性あり
（ p < 0.01 ）
地域住民等の活動が大切と思う（ 94.2 ％が肯定 ）
関連性あり
（ p < 0.01 ）
関連性あり
（ p < 0.01 ）
世界遺産登録等により魅力を発信したい（ 89.0 ％が肯定 ）
関連性あり
（ p < 0.01 ）
関連性あり
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を春（3 月から 5 月まで）と秋（9 月から 11 月まで）
としている。 
6) 母集団を 5.5 万人（2018 年の巡礼者数）、誤差を 5％、
信頼度を 95％とする場合、統計上必要となるサンプル
サイズは 382 件となるが、本研究では一定の成果を見
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The study of Sustainable Cultural Property Protection in the case of 
“The Eighty-eight Temples and Pilgrimage Route of Shikoku”: 
Policy directions to realize a virtuous cycle of  




This study considered the direction of the development of cultural properties that will lead to the sustainable 
protection of “The Eighty-eight Temples and Pilgrimage Route of Shikoku” from the viewpoint of a virtuous 
cycle of Utilization of Cultural assets and Revitalization of the Tourism.  
In order to achieve sustainable protection of this asset、 it is necessary to clarify the issues facing the owners 
and managers of cultural properties and to consider the direction of the development of cultural properties that 
responds to those issues. In addition、 it is necessary to understand the behavior and consciousness of the 
pilgrims and consider the direction of sustainable development through increasing the numbers of tourists and 
visitors. In this study、 a field survey was conducted to clarify the issues related to the preservation and 
utilization of the property and the tendency of pilgrims. In addition、 I analyzed the tendency of pilgrims in 
detail by statistical analysis and clarified the direction of maintenance that would lead to the expansion of the 
exchanged population and the securing of volunteers and donations from inside and outside the area. 
 
Key Words : Cultural Property Protection, Tourist Use, Sustainability,  
The Eighty-eight Temples of Shikoku Henro, The Pilgrimage Route of Shikoku Henro 
  


























別表１ 徳島県阿南市の国指定史跡の遍路道（2019.10.16 時点） 
道 名 指定距離 指 定 
太龍寺道 2.645 km 2010 年 8 月 5 日指定 
いわや道 
0.585 km 2010 年 8 月 5 日指定 
2.09 km 2013 年 3 月 27 日指定 
平等寺道 0.66 km 2013 年 3 月 27 日指定 
かも道 1.34 km 2015 年 10 月 7 日指定 
合 計 7.32 km   
（世界遺産登録推進協議会事務局の提供資料から筆者作成） 
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（２）調査対象 
  調査対象とする寺院及び遍路道関係者は次のとおりである。（別表２及び別表３） 
 
別表２ 調査対象（寺院関係者） 
調査対象 調査日時 備 考 
第６番札所安楽寺  住職 2019 年 11 月 1 日 15～18 時 
最大収容人数 350 人の大規模な宿坊と温泉を 
有する（調査地域外） 










 調査対象 調査日時 備 考 





（1997 年に設立、2001 年に法人認証） 


















- 15 - 
（４）調査結果 


































・ QR コードを活用した解説の整備 
・ 地域クリエイターと連携したホームページの改修 
・ 英語の案内パンフレットの作成 









































































































ショップ （遍路道の散策と整備体験） を企画 
しているところ 
⇒ 行政による支援の可能性あり 






























































































  ５つの調査項目に関して確認した内容は次のとおりである。（別表 11及び別表 12） 
 
別表 11 目視調査の結果（概要） 
 調査項目 備  考 
巡礼者数 
巡礼者数：861 人（日平均：123 人） 
〇 平日・休日別（平日平均：85.2 人 、休日平均：217.5 人） 
〇 男女別（男性：432 人（50.2％） 、女性：429 人（49.8％）） 
〇 国籍別（日本人：847 人（98.4％） 、外国人：14 人（1.6％）） 
〇 個人・団体訪問別（個人訪問：552 人（64.1％） 、団体訪問：309 人（35.9％） 
団体バス台数 
大 型 バ ス ：５台（157 人） うち、平日３台（87 人）、休日２台（70 人） 
中 型 バ ス ：２台（ 45 人） 平日のみ 
マイクロバス：８台（107 人） うち、平日２台（32 人）、休日６台（75 人） 





11 月 14 日（木） 10 時～12 時 阿南南ロータリークラブ（28 人） 果物等の提供 
11 月 18 日（月） 10 時～12 時 （公財）阿南法人会（15 人）   菓子・飲料等の提供 
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天  候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 
晴れ時々
雨 
晴れ 晴れ － 
平均気温（℃） 15.7 11.8 12.7 15.3 19.7 13.5 11.7 － 
日降水量（mm） 0 0 0 0 11.0 0 0 － 













































































































バス台数（台） 0 1 4 6 0 2 2 15 
大型バス（台） 0 0 0 2 0 1 2 5 
中型バス（台） 0 0 0 2 0 0 0 2 
マイクロバス
（台） 
0 1 4 2 0 1 0 8 
お接待の有無 有 無 無 無 有 無 無 － 
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別図５ QR コードを活用した平等寺の解説板（御本尊の解説（左図）と箱車の解説（右図）） 











  調査依頼は、四国遍路に対する意識を調査している旨、調査結果は大学院の論文に活用する旨、回答の 
所要時間は 10 分である旨を事前に説明して行った。 
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（３）アンケート調査票 
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（４）本結果の有効回答数 
  本調査の回答状況などは次のとおりである。（別表 13） 
回答依頼数 487 件のうち、回収数が 179 件、拒否数が 308 件であった。回収数のうち、回答欄が空白の 
ものが 6 件あったことから、有効回答数を 173 件（有効回答率：35.5％）とした。なお、母集団を 5.5 万人
（2018 年の巡礼者数）、誤差を 5％、信頼度を 95％とする場合、統計上必要となるサンプルサイズは 382 件と
なるが、本研究では一定の成果を見出すために 173 件のサンプルで研究を進めた。 
 
















天 候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 
晴れ時々
雨 
晴れ 晴れ ― 
平均気温(℃) 15.7 11.8 12.7 15.3 19.7 13.5 11.7 ― 
日降水量(ｍｍ) 0 0 0 0 11 0 0 ― 
依頼数 72 64 118 120 15 44 54 487 
回収数 38 27 44 36 4 9 21 179 
拒否数 34 37 74 84 11 35 33 308 
有効回答数 38 27 40 35 3 9 21 173 
有効回答率 52.8％ 42.2％ 33.9％ 29.2％ 20.0％ 20.5％ 38.9％ 35.5％ 
 
（５）調査結果 
  本調査の結果は次のとおりである。 
 
 属性項目（別表 14から別表 40まで） 
 
別表 14 性別 
 男  性 女  性 
日本人（165） 55.2％（91） 45.5％（75） 
外国人（8） 62.5％（5） 37.5％（3） 
合 計 55.5％（96） 44.5％（77） 
 
 
別表 15 年齢 
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別表 17 居住地（東北地方） 
東北 
地方 

















別表 18 居住地（関東地方） 
関東 
地方 



















別表 19 居住地（中部地方） 
中部 
地方 























別表 20 居住地（近畿地方） 
近畿 
地方 



















別表 21 居住地（中国地方） 
中国 
地方 
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別表 22 居住地（四国地方） 
四国 
地方 













別表 23 居住地（九州・沖縄地方） 
九州・沖縄 
地方 





















別表 24 居住地（海外） 






















別表 25 遍路回数 












































別表 26 交通手段（複数回答） 
 徒 歩 団体バス 自家用車 バイク 自転車 タクシー
公共交通
バス 
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別表 27 巡礼予定 
 通し打ち 区切り打ち 
日本人（165） 11.5％（19） 88.5％（146） 
外国人（8） 12.5％（1） 87.5％（7） 
合 計 11.6％（20） 88.4％（153） 
 
 
別表 28 他の文化遺産への巡礼の有無（サンティアゴ・デ・コンポステーラ） 
 巡礼済み 巡礼予定 巡礼予定なし 知らない 
日本人（165） 0.6％（1） 0.6％（1） 30.3％（50） 68.5％（113） 
外国人（8） 37.5％（3） 12.5％（1） 37.5％（3） 12.5％（1） 
合 計 2.3％（4） 1.2％（2） 30.6％（53） 65.9％（114） 
 
 
別表 29 他の文化遺産への巡礼の有無（熊野古道） 
 巡礼済み 巡礼予定 巡礼予定なし 知らない 
日本人（165） 20.6％（34） 16.4％（27） 37.0％（61） 26.1％（43） 
外国人（8） 37.5％（3） 0.0％（0） 25.0％（2） 37.5％（3） 
合 計 21.4％（37） 15.6％（27） 36.4％（63） 26.6％（16） 
 
 
別表 30 他の文化遺産への巡礼の有無（西国三十三所観音霊場） 
 巡礼済み 巡礼予定 巡礼予定なし 知らない 
日本人（165） 21.2％（35） 10.9％（18） 40.0％（66） 27.9％（46） 
外国人（8） 0.0％（0） 0.0％（0） 12.5％（1） 87.5％（7） 
合 計 20.2％（35） 10.4％（18） 38.7％（67） 30.6％（53） 
 
 
別表 31 他の文化遺産への巡礼の有無（小豆島八十八箇所霊場） 
 巡礼済み 巡礼予定 巡礼予定なし 知らない 
日本人（165） 4.8％（8） 6.7％（11） 46.7％（77） 41.8％（69） 
外国人（8） 12.5％（1） 0.0％（0） 12.5％（1） 75.0％（6） 
合 計 5.2％（9） 6.4％（11） 45.1％（78） 43.4％（75） 
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別表 32 巡礼のきっかけ（複数回答） 






















































































別表 33 巡礼中に必要と感じた情報（複数回答） 












































別表 34 巡礼中に必要と感じた寺院情報（複数回答） 
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別表 35 巡礼中に必要と感じた遍路道情報（複数回答） 




























































別表 36 巡礼中に必要と感じた宿坊情報（複数回答） 
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別表 37 巡礼中に必要と感じた遍路文化情報（複数回答） 


































































































別表 39 巡礼中に必要と感じたその他情報（複数回答） 
 トイレ その他 
日本人（165） 2.4％（4） 4.2％（7） 
外国人（8） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 2.3％（4） 4.0％（7） 
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意識項目（別表 41から別表 56まで） 
 
別表 41 「寺院を構成する文化遺産の文化的価値（歴史など）を理解することができた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 27.9％（46） 59.4％（98） 10.3％（17） 2.4％（4） 0.0％（0） 
外国人（8） 12.5％（1） 37.5％（3） 25.0％（2） 25.0％（2） 0.0％（0） 
合 計 27.2％（47） 58.4％（101） 11.0％（19） 3.5％（6） 0.0％（0） 
 
 
別表 42 「四国八十八ヶ所霊場以外の文化遺産についても知りたいと思った」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 21.2％（35） 55.8％（92） 19.4％（32） 3.6％（6） 0.0％（0） 
外国人（8） 25.0％（2） 37.5％（3） 25.0％（2） 12.5％（1） 0.0％（0） 
合 計 21.4％（37） 54.9％（95） 19.7％（34） 4.0％（7） 0.0％（0） 
 
  
- 38 - 
別表 43 「読経や瞑想、法話などにより、遍路文化を体感することができた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 21.2％（35） 55.2％（91） 20.0％（33） 3.0％（5） 0.6％（1） 
外国人（8） 0.0％（0） 75.0％（6） 25.0％（2） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 20.2％（35） 56.1％（97） 20.2％（35） 2.9％（5） 0.6％（1） 
 
 
別表 44 「ボランティアや寄付などにより、寺院を含む文化遺産を次世代に継承したい」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 26.7％（44） 61.8％（102） 9.7％（16） 1.8％（3） 0.0％（0） 
外国人（8） 0.0％（0） 50.0％（4） 37.5％（3） 12.5％（1） 0.0％（0） 
合 計 25.4％（44） 61.3％（106） 11.0％（19） 2.3％（4） 0.0％（0） 
 
 
別表 45 「当時の雰囲気を残す古道に魅力を感じた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 30.3％（50） 57.6％（95） 9.1％（15） 3.0％（5） 0.0％（0） 
外国人（8） 50.0％（4） 37.5％（3） 0.0％（0） 0.0％（0） 12.5％（1） 
合 計 31.2％（54） 56.6％（98） 8.7％（15） 2.9％（5） 0.6％（1） 
 
 
別表 46 「古道を散策するツアーがあれば、参加してみたい」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 15.2％（25） 44.2％（73） 28.5％（47） 10.3％（17） 1.8％（3） 
外国人（8） 37.5％（3） 50.0％（4） 0.0％（0） 12.5％（1） 0.0％（0） 
合 計 16.2％（28） 44.5％（77） 27.2％（47） 10.4％（18） 1.7％（3） 
 
 
別表 47 「古道以外にも、地域住民の生活が感じられる風景や街並みに魅力を感じた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 17.0％（28） 58.8％（97） 21.2％（35） 3.0％（5） 0.0％（0） 
外国人（8） 50.0％（4） 37.5％（3） 12.5％（1） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 18.5％（32） 57.8％（100） 20.8％（36） 2.9％（5） 0.0％（0） 
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別表 48 「遍路道に残る丁石や道標などの文化資産から、遍路文化を学ぶことができた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 19.4％（32） 60.6％（100） 18.2％（30） 1.8％（3） 0.0％（0） 
外国人（8） 12.5％（1） 37.5％（3） 37.5％（3） 12.5％（1） 0.0％（0） 
合 計 19.1％（33） 59.5％（103） 19.1％（33） 2.3％（4） 0.0％（0） 
 
 
別表 49 「遍路道にある道標などにより、迷うことなく巡礼できた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 13.9％（23） 28.8％（97） 20.0％（33） 6.7％（11） 0.6％（1） 
外国人（8） 0.0％（0） 25.0％（2） 25.0％（2） 37.5％（3） 12.5％（1） 
合 計 13.3％（23） 57.2％（99） 20.2％（35） 8.1％（14） 1.2％（2） 
 
 
別表 50 「ボランティアや寄付などにより、遍路道を次世代に継承したい」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 27.9％（46） 59.4％（98） 11.5％（19） 1.2％（2） 0.0％（0） 
外国人（8） 25.0％（2） 37.5％（3） 25.0％（2） 12.5％（1） 0.0％（0） 
合 計 27.7％（48） 58.4％（101） 12.1％（21） 1.7％（3） 0.0％（0） 
 
 
別表 51 「静かな環境のなか、ゆっくりと巡礼することに魅力を感じた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 49.7％（83） 46.1％（76） 4.2％（7） 0.0％（0） 0.0％（0） 
外国人（8） 50.0％（4） 50.0％（4） 0.0％（0） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 49.7％（86） 46.2％（80） 4.0％（7） 0.0％（0） 0.0％（0） 
 
 
別表 52 「地域住民のお接待などにより、「感謝の心」や「癒し」を感じた」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 33.9％（56） 49.1％（81） 14.5％（24） 2.4％（4） 0.0％（0） 
外国人（8） 87.5％（7） 12.5％（1） 0.0％（0） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 36.4％（63） 47.4％（82） 13.9％（24） 2.3％（4） 0.0％（0） 
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別表 53 「寺院や遍路道、お接待などを支える地域住民等の活動が大切であると思う」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 37.0％（61） 57.0％（94） 5.5％（9） 0.6％（1） 0.0％（0） 
外国人（8） 87.5％（7） 12.5％（1） 0.0％（0） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 39.3％（68） 54.9％（95） 5.2％（9） 0.6％（1） 0.0％（0） 
 
 
別表 54 「地域住民や巡礼者との交流により、四国遍路に自分なりの意味を見出した」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 21.8％（36） 57.0％（94） 20.0％（33） 1.2％（2） 0.0％（0） 
外国人（8） 25.0％（2） 75.0％（6） 0.0％（0） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 22.0％（38） 57.8％（100） 19.1％（33） 1.2％（2） 0.0％（0） 
 
 
別表 55 「世界遺産登録などにより、少しでも多くの人に四国遍路を知ってほしい」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 44.8％（74） 44.8％（74） 8.5％（14） 1.2％（2） 0.6％（1） 
外国人（8） 50.0％（4） 25.0％（2） 25.0％（2） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 45.1％（78） 43.9％（76） 9.2％（16） 1.2％（2） 0.6％（1） 
 
 
別表 56 「また「四国八十八箇所霊場と遍路道」を巡礼したい」に対する意識 
 とても思う 思 う どちらでもない 思わない 全く思わない 
日本人（165） 44.2％（73） 47.9％（79） 7.3％（12） 0.6％（1） 0.0％（0） 
外国人（8） 75.0％（6） 25.0％（2） 0.0％（0） 0.0％（0） 0.0％（0） 
合 計 45.7％（79） 46.8％（81） 6.9％（12） 0.6％（1） 0.0％（0） 
 
  




















北海道 1159.9 0 0 0 
青森県 927.8 1 1 0 
岩手県 857.9 0 0 0 
宮城県 734.6 2 0 2 
秋田県 798.2 5 2 3 
山形県 697.8 3 3 0 
福島県 671.7 2 2 0 
茨城県 592.4 2 2 0 
栃木県 557.8 0 0 0 
群馬県 484.1 3 3 0 
埼玉県 505.4 1 0 1 
千葉県 536.7 2 2 0 
東京都 502.5 5 4 1 
神奈川県 489.9 10 8 2 
新潟県 585.7 2 2 0 
富山県 378.3 0 0 0 
石川県 337.6 0 0 0 
福井県 268.7 2 1 1 
山梨県 407.1 0 0 0 
長野県 436.6 0 0 0 
岐阜県 246.7 1 1 0 
静岡県 365.3 1 1 0 
愛知県 248.2 12 9 3 
三重県 193.8 2 0 2 
滋賀県 159.0 1 1 0 
京都府 152.6 0 0 0 
大阪府 112.0 14 11 3 
兵庫県 90.0 12 8 4 
奈良県 135.8 5 2 3 
和歌山県 58.8 1 0 1 
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鳥取県 162.2 1 1 0 
島根県 208.4 0 0 0 
岡山県 87.6 11 3 8 
広島県 196.9 5 2 3 
山口県 285.2 2 2 0 
徳島県 0.0 22 11 11 
香川県 56.5 10 6 4 
愛媛県 167.6 11 7 4 
高知県 110.5 3 0 3 
福岡県 386.7 5 5 0 
佐賀県 405.4 0 0 0 
長崎県 460.2 0 0 0 
熊本県 382.2 2 1 1 
大分県 288.4 1 0 1 
宮崎県 378.1 0 0 0 
鹿児島県 466.4 3 3 0 
沖縄県 1093.4 0 0 0 
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（２）居住地からの距離との相関分析 
  巡礼者の居住する「地方の人口」と「新規顧客数」または「リピーター数」との相関分析にあたり、人口の














北海道地方 5,320 0 0 0 
東北地方 8,836 13 8 5 
関東地方 43,248 23 19 4 
中部地方 21,356 18 14 4 
近畿地方 22,431 35 22 13 
中国地方 7,369 19 8 11 
四国地方 3,788 46 24 22 
九州・沖縄地方 14,360 11 9 2 
合計 126,708 165 104 61 
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資料６ クロス集計による関連性の分析 
 
本研究で分析したクロス集計は次のとおりである。（別表 59から別表 78まで） 
なお、関連性の分析にあたり、コクランの規則から、期待度数が 5 未満のセルが分割表のセル全体の 20％以
上となる場合は、ピアソンのχ２検定ではなくフィッシャーの正確確率検定を行った。 
 















p<0.05 、Cramer's V =0.19
(62)
<調整済み残差> <2.5> <-2.5>
全　体（173） 39.3% (68) 60.7% (105)






新規顧客（111） 32.4% (36) 67.6% (75)
巡礼者の属性
100.0% (173)
p<0.01 、Cramer's V =0.20
(133)
<調整済み残差> <-2.6> <2.6>
全　体（173） 30.6% (53) 69.4% (120)










p<0.01 、Cramer's V =0.21
全　体（173） 30.1% (52) 69.9% (121) 100.0%
(40)
<調整済み残差> <2.7> <-2.7>
50代以上（133） 24.8% (33) 75.2% (100)
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40代以下（40） 42.5% (17) 57.5% (23) 100.0%











85.5% (148) 14.5% (25) 100.0% (173)
50代以上（133） 88.7% (118) 11.3% (15) 100.0%
(10) 100.0% (40)
<調整済み残差> <-2.2> <2.2>






（ そ れ 以 外 の 回 答 ）




＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）
<3.4>






40代以下（40） 20.0% (8) 80.0%
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全　体（173） 55.5% (96) 44.5% (77)
巡礼者の属性
40代以下（40） 72.5% (29) 27.5%












21.8% (29) 78.2% (104) 100.0% (133)
＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.05 ）
<調整済み残差> <-2.3> <2.3>








＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.05 ）
　寺院の文化的価値
　を理解できた





それ以外 80.0% (20) 20.0% (5)
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それ以外 80.5% (33) 19.5%
(173)
＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）















＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）








(0) 100.0%肯定的 100.0% (105) 0.0%
<調整済み残差> <4.7> <-4.7>
それ以外 80.9% (55) 19.1% 100.0% (68)
合　計
肯定的 それ以外







＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.05 ）






それ以外 72.0% (18) 28.0%
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全　体（173） 86.1% (149) 13.9% (24) 100.0% (173)











それ以外 44.0% (11) 56.0%
<2.3>
全　体（173） 86.7% (150) 13.3% (23) 100.0% (173)
＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.05 ）
<調整済み残差> <-2.3>
<調整済み残差> <2.2> <-2.3>





肯定的 88.8% (135) 11.2% (17) 100.0% (152)
(173)
＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）





それ以外 61.9% (13) 38.1% (8)
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＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.05 ）





それ以外 78.4% (40) 21.6% (11)







＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）





それ以外 68.6% (35) 31.4% (16)







＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）





それ以外 50.0% (5) 50.0% (5)
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＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）





それ以外 50.0% (5) 50.0% (5)







＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）





それ以外 57.9% (11) 42.1% (8)







＊ コクランの規則のため、フィッシャーの正確確率検定を実施（ p<0.01 ）





それ以外 52.6% (10) 47.4% (9)
肯定的 90.3% (139) 9.7% (15) 100.0%
世界遺産登録等により
魅力を発信したい
遍路道に対するボランティアや寄付の意向
合　計
肯定的 それ以外
